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初春を祝う梅の花初春を祝う梅の花

徳源院への新しい道

晩秋の公方様の森

③

中山台から始まった紅葉は、晩秋になると公方様の森を
美しく彩ります。クヌギやコナラ、シデなどの落葉広葉
樹林は、近代まで里山の雑木林でした。この森は、地域

の住民の入会地
い り あ い ち

として薪
たきぎ

を供給し、その落ち葉は、畑の
肥料となって住民の生活を支えて来ました。この豊かな
自然環境を育む森は、古河の大切なふるさとの森です。

室町時代の後期に足利成氏
し げ う じ

が鎌倉か
ら古河に移った出来事は、古河の歴
史にとって、最も重要な出来事の一
つです。幕府と対立した、成氏は、
最初この公方様の森に居を構えまし
た。現在その森には石碑②が立って
います。なおその隣には、空堀跡③
と言い伝えられる場所も残っていま
す。古河に移り古河公方と称した、
関東足利家は、その後、約１３０年
５代に渡って関東の一大勢力となり
ました。そして最後の公方、義氏の

娘、氏姫
う じ ひ め

は、鴻巣御所
こ う の す ご し ょ

と呼ばれる、
この森に最後まで住み続けたと言わ
れています。また公園の中には、氏

姫の菩提寺
ぼ だ い じ

であった徳源院
と く げ ん い ん

④と言う
寺の跡が残されています。

夕焼けに染まる御所沼

④
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キツネノマゴ

ヒナタイノコヅチ

⑤
⑦

②

③

④

沼辺を飛ぶコバルトブルーの小鳥をご存

知でしょうか、留鳥
りゅうちょう

のカワセミです。１
年中同じ場所に生息していますが、見か
けるのは、秋から春にかけて草木の彩度

が落ちて鮮
あざ

やかな羽色が目立つ時です。

また、餌
えさ

の小魚のいる場所も限られてし
まいますので、毎日同じ場所で見かける
ことが多いのです。

水辺の飛ぶ宝石

⑥

水辺の飛ぶ宝石


